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　本書は，筆者の母校・大阪芸術大学や33年間勤務した
神戸女子大学，神戸女子短期大学を擁する行

ゆき

吉
よし

学園での事
務職員，そして経営陣に身を置いた実践と経験を，教職課
程に関する仕事に携わってきたことの実践記録的な形で，
集大成としてまとめたものです。教職課程運営組織の姿と
はどのようなものなのか，教職課程運営を担う事務職員と
してどのような立場，立ち位置で，どのようにして教職課
程運営を担うのか，教職協働で職員が成すべきことは何な
のか，どのようなことができるのか，今後どのようなこと
に挑戦できるのか等を，「このようにしたらその結果このよ
うになった（できた）」という観点で記しています。
　それぞれの大学の事情のあるなかで果たして正解がある
のかどうか，難しい課題です。本書で述べる内容が必ずし
も正解ではありませんが，教職課程運営の一つの実践事例
としてご自身の大学に置き換えてお読みください。「全学的
に教職課程を実施する組織」の立ち上げに直面している大
学職員，現在の取り組みで壁にぶち当たっている大学職員
の方々のこれからの活動やこれまでの振り返りなど，日々
の業務の一助となれば幸いです。（はじめにの一部を編集）

定価：本体　1,600 円＋税
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著者　多畑 寿城（たばた としき）
　学校法人行吉学園（神戸女子大学・神戸女子短期大学等）で教務課長，事務部長，学園教職支援センター
長，事務局長，評議員，理事を歴任。その間入試広報部の立ち上げや教職支援センターの立ち上げに中
心的な役割を担う。教職課程認定申請を主担当として 10 回以上経験。令和５年７月理事長。令和７年
３月理事長退任，同年４月同学園退職。現在，大学教務実践研究会顧問，教員免許事務プロジェクトコ
アメンバー。各大学や研究会での講演，講師多数。

はじめに

序　章　教職課程運営と事務の役割　～約40年の教職担当事務職員の経験から～
筆者の経歴／事務職員の役割

第１章　教職支援センターの設置と運営体制
神戸女子大学の教職課程の状況／実地視察前の運営と実地視察で顕在化した課題／教職支援セン
ターの設置／センター設置の効果と関係部門との関係／新たな課題と次なるスタートに向けて
　コラム　─ 一番勉強した時 ─
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教職課程の運営に，事務職員の立場でどのように取り組み，改善していくことができるのか──

40年にわたる教職担当事務職員の実践経験を本書に集約！！
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教職課程運営改善の視点　事務職員の立場で，何をどうするか

著者：多畑 寿城
Ａ５判並製　160ページ　本体1,600円（定価：1,760円（消費税10パーセント））

※書店様におかれましては，当社扱い取次店・東京官書普及様宛に FAX送信願います。（FAX：03-3292-6275）

第２章　教職支援センター組織の改編と狙い
新生教職支援センターのスタート／筆者の考える大学職員の在り方／教職課程運営の拠点として

第３章　全学的な拠点としての取り組み
情報収集とその活用／再課程認定申請への対応／シラバス作成ガイドラインの策定／教職課程コ
アカリキュラムへの対応
　コラム　─ 事前相談の心構え ─

第４章　教育委員会との連携・協力
センター規程への位置付け／教員採用試験に関する学内説明会の実施／中堅教諭等資質向上研修
の講座開設／教員免許状更新講習の開設／教員育成協議会への参画／教職実践演習の授業計画立
案とゲストスピーカーの招聘／遠方の教育委員会訪問と情報交換懇談会／神女教職フェア

第５章　学生・卒業生支援体制の構築
教職協働で取り組む／教員採用試験に向けた指導／卒業生の支援／教職卒業生ネットワーク／教
育後援会との関係
　コラム　─ 教採合格シール ─

第６章　教職課程の自己点検・評価への取り組み
教職課程の自己点検・評価とセンター日常業務の関係／教職課程の自己点検・評価への手がかり
と職員の関わり／自己点検と変更届
　コラム　─ 失敗から学んだ 40 年 ─

終　章　事務職員の立場で，何にどう取り組むか
教職課程の運営を担う事務職員／教職課程は生き物です／雑談のすすめ／全学的に教職課程を実
施する組織の可能性／教職課程の運営を担う人材育成の視点
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